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早いもので、今年度も終わろうとしていますが、先生方に 

おかれましては、猛威をふるった新型インフルエンザの対応 

に大変な１年だったことと思います。年をあけて激減したも 

のの、養護教諭としては今後も健康観察や様々なウイルスの 

動向を見守るなど、感染症への対応が必要と思われます。 

山口県養護教諭会は、養護教諭による養護教諭のための教育研究団体として、 

自主企画、自主運営をしています。６００人を超える大規模集団ですが、ONE FOR 

ALL、ALL FOR ONE の精神で、養護教諭の職能の向上に努めています。また、会員 

同士のつながりを点から線、線から面というタテとヨコの関係はもちろんですが、 

面からベクトルとして後進や次世代の養護教諭へつなげていくことも重要だと考 

えます。養護教諭の素晴らしいところは、話をすると元気がもらえること、助け 

合い・支え合い・話し合い・学び合い・高め合いができる仲間であるということ 

です。今後とも、会の発展と仲間のためにご協力をよろしくお願いいたします。 

「養護教諭の職務ハンドブック２０１０」の作成 

各支部から原稿や実践例を出していただき、 それをもとに 

研修委員さんを中心に編集をすすめてきました。 特に若い養 

護教諭の先生方に活用していただけるような執務の手引き 

をめざして作成してきました。冊子と実践例を CD にまとめ 

ています。 

「養護教諭の執務ハンドブック２０１０」は、山口県養護教諭研究協議大会で配布する予定 

です。 山口支部の鴻南中学校 山根先生を中心とした７名の研修委員の先生方、本 

当にお疲れ様でした！ 

☆今年度も年３回の理事会を開催しました。理事会に 

おいて、２４年度からの役員選出についての方法を 

決定しました。 

☆来年度は、山口市と阿東町が合併のため、２２支部 

から２１支部に減ります。 

各支部の理事の先生方には、県大会・研修会の運営や支部への復伝等、支部とのパイプ役と 

して１年間ありがとうございました。



今年度１０月に、HP「なつみかん」をリニューアルしま 

した。会員のみなさんに見ていただきたい内容を、トップ 

ページに「最新ニュース」として載せています。また、リ 

ンク先も充実しました。 

HP では、理事会の報告や研修会の案内、調査研究につい 

て等、お知らせを随時載せていますのでご覧ください。 

HP「なつみかん」のリニューアル 

２２年度から、防府総合支援学校 松本妙子先生に代わり、岩国総合支援学校 河村 

知佳先生がHP編集委員になられます。松本先生には、HP立ち上げ当初から取り組んで 

いただき、本当にありがとうございました。 

山陽・小野田支部の竜王中学校 木原先生を中心に４名の HP 編集委員の先生方が、 

いつも頑張ってくださっています。 

来年度からは、さらに内容を充実させていきたいと思っています。会員のページ 

には、各支部から出された「お得情報」を新たに取り入れ、会員のみなさんのアイ 

ディア等、参考になるものを紹介していく予定です。お楽しみに！ 

第 55 回中国地区学校保健研究協議大会 

養護教諭部会のご案内 

日 時 ： 平成２２年８月２６日（木）１５：４０～１７：３０ 

場 所 ： 山口市民会館 

主 題 ：「 時代に即応した養護教諭のあり方を求めて」 

～語り合おう 子どもたちの心と体を見つめて～ 

シンポジウム指導助言者： 

愛知教育大学 教授 後藤 ひとみ 様 

５年に一度の山口県での中国大会です。ぜひ、誘い合ってご参加ください。お待ちしています！ 

山口県学校保健連合会表彰 

山口市立鴻南中学校 山根美奈子先生 

山陽小野田市立厚狭小学校 原初枝先生 

年度末の人事異動によ 

り、副会長の宗里みはるが 

役員を退任することになり 

ました。１年間でしたが、大 

変お世話になりました。



◆ 特別講演 

宇津木元監督の講演は、情熱とパワーにあふれ、且つ、ジョ 

ークを交えた聞き応えのある内容で、いつもなら辛くなるお昼 

前になっても、まだ、お話を聞いていたいと思わせる、とても 

すばらしい感動的な講演でした。 

宇津木元監督は、最初に私たちに「子どもたちの夢を知って 

いますか？」と語りかけられました。元監督の夢は、ソフトボ 

ールをもっともっとメジャーにすることだそうです。それから、 

ご自分自身が学生の時いじめにあわれた事、会社に入ってから 3 年間はずっとトイレ掃除を 

頑張られた事などを話されました。 そして、 寮母さんとして多くの人とかかわられる中で、「人 

間は誰しも自分を認めてほしいと思っている。」ことがわかり、人を育てるには、「欠点では 

なく、その人の良いところを見つけてほめてあげること」と「言うべき事はきちんと言って 

あげること」が大切であると言われました。子どもに対する愛情がその力量を高めることに 

つながるという言葉がとても心に残りました。同時に、私も養護教諭という職をもっともっ 

とメジャーにするという情熱を持つことが必要だなと思いました。 

◆ 講演 

采女先生の講演は、県大会のときとほとんど同じ内容でしたが、今回はじっくりと聞くこ 

とができて良かったです。あらためて、山口県の研修会のレベルの高さを感じました。 

◆ フォーラム 

校長、学校薬剤師、養護教諭それぞれの立場から実践発表をされました。特に、養護教諭 

の桑田先生は、保健指導や保健学習、学校保健委員会の事例を紹介されました。2年生の保健 

指導で｢魔法の言葉｣としてお友達に温かい言葉がけをする実践や、5年生の保健学習で、パペ 

ットに向けて手紙を書くことで子どもの本音をつかむ実践など、、とても興味深く聞くことが 

できました。後藤先生のコーディネートもすばらしく、８月の中国大会でお会いできるのが 

とても楽しみです。 

日 時 ： 平成２２年２月２６日（金）１０：１０～１６：４０ 

場 所 ： メルパルクホール東京 

内 容 ： （１）特別講演「夢と人生」 

元オリンピック女子ソフトボール監督 宇津木 妙子 

（２）講 演「学校保健安全法等から見る養護教諭の役割」 

文部科学省スポーツ･青少年局学校健康教育課 

健康教育企画室健康教育調査官 采女 智津江 

（３）フォーラム「時代の変化に対応した養護教諭の役割を追及する」 

－学校保健活動推進における中隔的役割を果たす養護教諭とは－ 

コーディネーター 

愛知教育大学 教授 後藤 ひとみ 

シンポジスト 

群馬県高崎市立六郷小学校 校長 山口 堅 二 

静岡市立城内中学校 学校薬剤師 秋山 欣 三 

熊本市立桜木小学校 養護教諭 桑田 奈津子 

ご報告♪ 

全国養護教諭連絡協議会 第 15 回 研究協議会
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